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2. 

1.はじめに

地震時の人への影響に !~nする研究は、議!i長らによって地震に対する意識調査及び心理について学生な対象に

行われており、また中島らによって人間の心理・行動に関するアンケ u トが行われている r しかし、高齢者層dを

対象とした地震動による心理噌生理的影響については!‘分な研究がされているとは言い難し¥ ゾJ"高齢者在対

象にした建部らの研究では、振動予告による1liJJdJや、年齢層別、性百iJの違いによる人体への影響を明らかにする

こと在日的として観測地震波を用いた振動実験が行われた。しかし、持!と波在使用したため体感振動が弱い、振

動実験に対する予期不安による影響の問題が報告されており、それらの改善を行った L:.で更に病!支の治的、データ

{i:得る必要がある。また、緊急対11程速報の猶予時間による人への影響についても十分な研究がなされていなし、ν

そのため、本研究では集合住~1::高層階を想定した地震動が、高齢者に対して心理的会生理的にどのように影

容寸均るのかを明らかにすることな告的とする。また、緊急対l.l震速報の告知から振動体験までの猶予時間による心

.fli!的ー生理的変化;を明らかにし、緊急地震波報の受信から経過時間に余裕がある場合の効果を検討するどでの基

礎資料を得るG

本間究ではまず昨今の研究からの文験改善点の抽出を行いも実験計H{トトえび実験測定項目を決定するc その後、

予備実験在実施、実験言[-[iiijに問題がないことを確認したうえで、必要に応じて実験計[tljIの見直し在行う υ その後

:4;:実験を実施し、得られた言十iftiJデータから生理学的、心理学的な分析・考察を行うペ

2‘実験概要

2.1実験環境

実験用;8室は、振動台縦 3.6mx横 3βm上に積載:fJi"重約 2tの実験用居室を(L:3.6m/れつ.6m/H:2.4m)を

製作、 Ht:i室はダイニングを想定し、食器搬やテぃブ1レ・椅了ー等の家呉等を配置して臨場感を演出した。実験に徒

用する地震波は、地上での震度 7の兵庫県南部地震で計測された地震j誌をベ、スに、 RCJき10lY告を想定した約

1分の揺れ時12!の地震波を作成したL

2.2襲験手)1躍と澗定項密

実験用居室内には a人ずつ入室してもらい、実験壮行う。緊急地震速報から振動体験までの猶予時間在 O秒

と 15秒の 2穏類として被験者群を分けた。測定は、生j:'l.{測定、心理測定、感覚指11定、ピヂオ撮誌の 4項目である。
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生r'i1ìWlí立は被験者の怒怖感やストレスの数鮪ft~を f了うために被験者の血正ー心拍数及びi唾液アミラーゼの計

測を行う υ まず、 予期不安解消のため振動実験開始の 15分後に 1回目の計iWl在行い、次に振動実験車後に 2

回目の計測を行う。また、後日の安静時lこ3ITTI自の計測，をおう。なお、被験者 63名のうちの 10名は心電図

の計測を行う。

心理制定

振動体験時の被験者の生理的変化や行動と性格との関連性の分析を行うため、振動体験の百IHJに被験者の気

分状態を評価するエゴグラム〆皮び POMS、STAIの心理テストをう'.)また、振動体験前後に STAI及び地震に

関する意識調査は段階と S段階)を行う。

感覚測定ロ

振動実験の諮れをf4>:験したf去に揺れに対する評価えを 5段階評価でf[Ij答してもらうつ感覚iWJ定は 5項目である〉

53 

125 

ピデオによる行動観察
戸「

} 



本実験の概要をよス

臼l待:201 1 'fF 1 1 月 21 日戸~ 12月 13日

。場所:愛知了.業大学耐震実験センター

、高層階居住を想定した地震j疫を体験する。。地震波:1 ti:ijの揺れ時閣が約 1

。被験者姿勢:精子座

。被験者概要:G3ヂi l内訳:れ守‘者 32名、 1高齢者 31:t'，(内、男li主42名、女性 21名)
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3.実験結果

3.1血ff・6抽・唾液アミラーゼ、

被験者全体のi唾液アミラーゼの績については振動体験後に上昇する傾向にある υ 平均血圧値は振動体験後lこ

おいて拡張期 (p<0，05)、収縮期 (pく0.01)で図 lにノ]ミすように優位に上昇する。平均心拍数については実験前

後において上昇する傾向が毘られたハまた、 5TA1の平均得点は振動体験f去において、 i羽2に示すように有意に

1~- f，年 (p<O.0 1)するれ

震MW 
国3は実験前後の被験者全体の議識調査アンケートの平均値をふ、している。「緊急地震速報の必要性J、

また「地震時のJfiFlで意識のi向上が見られた。;こ対する恐怖感」、!j:出震対策の必要性」、「防災訓練の必要性」、

という考えが改まる傾向にあるハにガスコンI1やストーブの火が消せる“

図4は被験者全体の振動体験に対する感覚評価を調査した結果である。「揺れの大さ'ざ jについては「とても

一定~'I~{li!，~_jについては「かなり感じる!とし寸問答が多い

傾向にあり、「体i惑時間 jについては被験者の性格によりばらつきがある{頃向にある。
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大きしり、「揺れの強さ jについては「とても大きい;、



ともに振動体

4分析，考察

図5は11文縮期血圧を年齢層JjIJtこ上回ノ2したものである。 若年者群ゆく()田05)、高齢者群 (pく0.(1)

験後のLi立結期i血圧が有意に上昇している。また‘高齢者群の上界選は若年者群と比較して有意に高く (pく0.(5)、

若年者群に比べて生理的な影響がたきし、:事が考えられる

関6はJi8予時間別の STAI(状態不安)の平均得点在比較したものである。張勤までに 15秒の猶予があった

しているくとのことからト分な猶予を持って緊急地震連亨IUJ'伝わ被験者群について髄が有意に下降 (pくo‘(1)
れば心理的な長担をiJまらせる主主ができると考えられる。
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(pく0.05)、

このことから高齢者群の庁が振動時に心理的余裕があることが

高齢者群より若年者群の恐怖感が有意に強くiヌ17iま年齢層日IJの感覚評価在、比較したものである。

(pく0.(1)3議じている。

図8は男女_)jqの実験環境に対する感覚評価在比較したものである。男性群より女性群のノ々が諮れの強さを有

(p<0.05)感じており、恐怖感も強い傾向にある。

体感時12iも有意に長く

考えられる。

このことから男性よりも[;('1"1の方が振動体験Eれこ意に強く

心理的な負担が大きいことが考えられる。
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間9は:地震8寺にとる行動の優先11由f立の平均を年齢層別;こ比較したものであるハ高齢者群、若年者群ともに振

動体験後に動かない(何もしなし、)の穫先H霞{立が上昇 る傾向にある、強し、振動体験によって、即座;こ避難行動

を取ることが関難で身の安全をはかる為にその場で様子を見るべきと判断したものと考えられる。

図 10は:若年者群の ACの{直が高い場合と低し、場合の平均心拍数そ比較したものである。 ACとはヱゴグラム

の性格診断で分かる従}I摂な了ι供の心のととで、 ACが高いとストレスを抱え込みやすい性格と言える

また、 ACの舗が高い場合振動体験後に心拍数が上昇する傾向にあり、 ACの誌が低し、場合は心拍数が下降す

る傾向が見られるつ このことから ACの舗が高い被験者群には振動体験によるストレスが、 ACの{tt¥Iが低い被験

者群よりも大きく し、結果として心拍数の[^.昇に繋がっていることが考えられるの

5睡 まとめ

今回、高齢者への心理学的 e生理学的影響;を明らか;こするE的で、建物の高寝階居住を想定した振動実験在行っ

た。主な結果は以トの通りである。

生rrf4的変化については、血圧館が振動体験後に上詳し、収縮見fi血庄の変化窒が多い傾i知こある。

心理的変化については、 STAI(状態不安)の被験者全体の傾[I~I] ;を見ると;}}jRl}iJJl!.W:前から振動直後にかけて状態

不安得点が下降するハ

~ 
d、 高齢者の特機としては、若年者より血圧が高い傾向にあり、実験後のと昇量も高い傾向にある。若年

者より唾液アミラーゼの値が高く、 [て界最も多い傾向にあるが、一方で倒人差が大きい。接動体験による恐怖感

については若年者よりもノj、さい傾向にあるのこのように高齢者は心理的な変化が少ない反語、生理的な変化が若

年者よりも大きい結果となった。よって、心調的な余裕が若年者よりもあるため、生理的負担そ補うためにも地

護持の対応、を周知させることが重要である(，

猶予時熊による特徴としては、状態不安をノFすS'1'Alの値は直前の場合に若!二上昇、 る傾向にあるが、猶予時

1詰J15秒の場合は下降する。

性格による特徴としては、従m買な了

ACの{ij!fが低いと心拍数が下j得する傾向にある。
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